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施
設
整
備
の
基
本
理
念

委
員
の
意
見

『
第
２
回
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
整
備
検
討
会
』

の
報
告

　

９
月
９
日
（
日
）
午
後
、
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、特
別
委
員
を
除
く
26
名
の
検
討
委
員
の
う
ち
25
名（
欠

席
１
名
）
の
参
加
に
よ
り
、
第
２
回
検
討
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

前
半
は
、
事
務
局
か
ら
検
討
に
向
け
た
施
設
整
備
の
基
本

理
念
や
諸
条
件
の
説
明
を
、
後
半
は
、
全
国
の
類
似
事
例

の
紹
介
の
後
、
整
備
予
定
地
で
あ
る
漱
石
公
園
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備

の
基
本
理
念
に
つ
い
て
、
新
宿
区
の
考
え
方
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

事
務
局
よ
り
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
漱
石
山
房
」
の
復

元
に
関
す
る
基
礎
調
査

に
つ
い
て
、
調
査
の
目
的

や
実
施
方
法
、
調
査
の
結

果
得
ら
れ
た
成
果
の
概
要

を
紹
介
し
ま
し
た
。

〈
建
物
に
関
す
る
概
要
〉

　

明
治
30
年
頃
、
米
国
帰
り
の
医
師
三
浦
篤
次
郎
が
建
設
。

建
坪
60
坪
あ
ま
り
の
木
造
平
屋
建
で
、
７
間
。
屋
根
の
全

体
の
形
状
は
不
明
。
桟
瓦
葺
き
、
庇
は
銅
ま
た
は
ト
タ
ン

葺
き
。
書
斎
・
客
間
部
分
の
壁
は
漆
喰
塗
で
、
床
は
板
の

間
。
書
斎
は
絨
毯
を
敷
き
、
客
間
に
は
畳
を
入
れ
た
。
こ

の
二
間
と
も
広
さ
は
同
じ
で
、
８
畳
と
10
畳
の
二
説
が
あ

る
。
窓
は
、
鉄
格
子
の
は
ま
っ
た
上
げ
下
げ
窓
。
扉
は
開

き
戸
。
ま
た
、
書
斎
・
客
間
の
南
北
東
側
を
取
り
巻
く
ベ

ラ
ン
ダ
式
回
廊
が
あ
り
、
当
初
は
吹
き
抜
け
で
あ
っ
た
が
、

漱
石
入
居
時
に
ガ
ラ
ス
戸
を
後
付
け
し
た
。

〈
課
題
〉

・
家
屋
の
図
面
や
新
発
見
の
写
真
は
確
認
で
き
ず
、
書
斎
・

   

客
間
以
外
の
情
報
は
極
め
て
乏
し
い
。

・
室
内
の
広
さ
や
色
調
に
つ
い
て
は
、残
存
す
る
書
画
・
調

   
度
品
と
写
真
と
の
分
析
が
必
要
。

類
似
施
設
の
紹
介

「
漱
石
山
房
」
の
復
元
に
関
す
る
基
礎
調
査
の
概
要

　

旧
宅
等
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
３
つ
の
類
型
に

も
と
づ
き
、
類
似
施
設
を
紹
介
し
ま
し
た
。

Ａ
．
旧
宅
等
＋
展
示
･
管
理
施
設
に
よ
る
二
棟
構
成

　

類
似
事
例
：
小
平
市
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
、
吉
井
勇

　
　
　
　
　
　

記
念
館
、
調
布
市
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
等

Ｂ
．
旧
宅
等
の
内
部
を
記
念
館
と
し
て
利
用

　

類
似
事
例
：
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
、熊
本
市
夏
目
漱
石

　
　
　
　
　
　

内
坪
井
旧
居
、大
田
区
立
尾
崎
士
郎
記
念
館
等

Ｃ
．
新
規
施
設
内
に
旧
宅
等
を
展
示
再
現

　

類
似
事
例
：
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
、大
田
区
山
王
草

　
　
　
　
　
　

堂
記
念
館
、
松
本
清
張
記
念
館
等

漱
石
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
牛
込
・
戸
塚
地
区
に
と
ど

ま
ら
ず
、
新
宿
区
一
帯
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
必
要
が

あ
る
。

漱
石
に
対
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
国
際
的
な
関

心
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
漱
石
は
日
本
人
が
考
え
る
以
上

に
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド

を
ど
う
発
信
し
て
い
く
か
を
ぜ
ひ
考
え
て
い
き
た
い
。

「
文
豪
・
漱
石
」
と
い
う
堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、

愛
犬
ヘ
ク
ト
ー
や
文
鳥
な
ど
の
ゆ
か
り
の
動
物
を
活
か

し
た
り
、
当
時
の
衣
装
を
着
て
み
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
る
企
画
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
新
宿
区
文
化
観
光
課
文
化
資
源
係
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３
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整
備
予
定
地
の
概
要

　

事
務
局
よ
り
、
整
備
予
定
地

で
あ
る
区
営
住
宅
（
早
稲
田
南

町
第
３
ア
パ
ー
ト
）
及
び
区
立

漱
石
公
園
の
２
敷
地
に
つ
い
て
、

都
市
公
園
法
や
建
築
基
準
法
等

の
関
連
法
規
に
お
け
る
制
約
事

項
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
の
方
針
と
し
て
、

区
立
漱
石
公
園
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
公
園
の
配
置
や

形
状
の
変
更
等
に
よ
り
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館

の
整
備
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

会場風景

見学風景

整
備
予
定
地
の
見
学

　

検
討
委
員
と
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
、
整
備
予
定

地
で
あ
る
区
立
漱
石
公
園
を

訪
れ
ま
し
た
。
公
園
の
整
備

経
緯
の
説
明
の
後
、
交
流
施

設「
道
草
庵
」を
見
学
し
た
り
、

園
内
を
散
策
す
る
な
ど
、
自

由
に
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

「漱石山房」という
土地の記憶を継承する場

漱石や「漱石山房」に関する
情報発信の拠点

地域の憩いの場 様々な世代が集い、交流する施設

漱石や木曜会に集った弟子たち
に関する情報収集・研究拠点

漱石を読み、学び、
味わう場

記憶を継承する場 情報発信の拠

た弟子たちたちたち
研究拠点点点

漱石を

文豪・夏目漱石
初の本格的記念
施設の整備

文豪・夏目漱石
初の本格的記念
施設の整備

多様な人々が集う
文化観光の拠点

地域の歴史や文化の
継承・発信の拠点

施設整備の基本理念について


